
近
年
A

I（
人
工
知
能
）

の
発
展
が
目
覚
ま
し
い
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

黎
明
期
か
ら
開
発
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た

が
、
社
会
が
期
待
す
る
水
準
に
到
達
す
る
平

成
二
十
六
年
頃
ま
で
は
冬
の
時
代
が
続
い
て
い

た
が
、デ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
強
化
学
習
を

導
入
し
た
A

I
が
囲
碁
、ポ
ー
カ
ー
の
ト
ッ
プ

プ
レ
イ
ヤ
ー
を
破
る
な
ど
華
々
し
い
成
果
に

よ
り
最
先
端
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
た
▼
こ

の
時
の
主
な
革
命
は
、自
然
言
語
処
理
、セ
ン

サ
ー
に
よ
る
画
像
処
理
な
ど
視
覚
的
側
面
が

特
に
顕
著
で
あ
り
、社
会
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
そ
し
て
数
年
後
に
は
生
成
A

I
で
あ

る「C
hatG

PT

」が
公
開
さ
れ
、
質
問
に
対

す
る
柔
軟
な
回
答
が
注
目
を
集
め
た
▼
し
か

し
、A

I
が
著
作
物
を
学
習
す
る
事
に
よ
る
権

利
の
侵
害
や
、著
名
人
や
企
業
の
な
り
す
ま
し

「
デ
ィ
ー
プ
フ
ェ
イ
ク
」に
よ
る
社
会
的
な
混
乱

等
の
負
の
側
面
も
出
て
き
て
い
る
▼
責
任
は
使

わ
れ
る
道
具
で
は
な
く
使
う
人
間
に
あ
る
。
我

が
国
は
古
代
か
ら
様
々
な
思
想
や
技
術
を
受
け

入
れ
て
き
て
い
る
が
見
慣
れ
な
い
新
し
い
技
術

が
混
乱
の
元
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
否
定
す
る

の
で
は
な
く
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
に

受
け
入
れ
て
い
き
た
い
。

（
日
）

主
基
地
方
風
俗
舞

第
六
十
二
回
若
布
献
上

辺
津
宮
末
社
本
殿
遷
座
祭

み
こ
こ
ろ

神
宝
館
だ
よ
り

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
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当
社
で
は
、春
秋
の
大
祭
に
際
し
神
前
に
保
存
会

の
奉
仕
に
よ
り
、「
主
基
地
方
風
俗
舞
」が
奉
納
さ
れ

て
い
る
。
風
俗
舞
は
宗
像
大
社
の
古
来
よ
り
の
舞
で

は
無
く
、天
皇
陛
下
の
御
代
替
わ
り
に
斎
行
さ
れ
る

大
嘗
祭
に
お
い
て
、亀き

ぼ
く卜
に
て
選
定
し
京
都
を
中
心

と
し
て
西
方
の
国
を「
主す

き基
地
方
」、
東
方
の
国
を

「
悠ゆ

紀き

地
方
」と
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
斎
田
が
指
定
さ
れ

る
。
こ
の
斎
田
地
方
の
風
俗
歌
を
基
に
、
作
曲
・
作

舞
さ
れ
大
嘗
祭
・
大
饗
宴
の
際
の
み
に
披
露
さ
れ
る

国
風
舞
を
そ
れ
ぞ
れ「
主
基
地
方
風
俗
舞
」「
悠
紀

地
方
風
俗
舞
」と
称
し
、門
外
不
出
を
原
則
と
し
て
、

終
え
た
る
後
は
一
度
た
り
と
も
奏
さ
れ
る
事
な
く
、

昭
和
以
前
の
国
風
舞
は
全
て
が
消
滅
し
て
い
る
。

昭
和
三
年
、昭
和
天
皇
の
御
即
位
の
大
礼
に
際
し
、

福
岡
県
早
良
郡
脇
山
村（
現 

福
岡
市
早
良
区
大
字

脇
山
）が
主
基
地
方
に
選
ば
れ
脇
山
村
の
産
土
神
で

あ
る
横
山
神
社
に
て
成
就
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

横
山
神
社
が
宗
像
大
社
の
分
社
で
あ
っ
た
関
係
上
、

京
都
御
所
へ
の
新
穀
献
上
当
日
、関
係
者
ら
が
宗
像

大
社
へ
御
礼
参
り
を
行
っ
て
い
る
。

当
時
の
斎
藤
県
知
事
は
主
基
地
方
勅
定
の
名
誉
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、毎
年
四
月
十
四
日
を「
主
基

地
方
勅
定
記
念
日
」と
定
め
、奉
祝
行
事
を
盛
大
に

行
う
べ
く
、宗
像
大
社
が
祝
典
の
会
場
に
指
定
さ
れ
、

諸
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、大
嘗
祭

と
大
饗
宴
に
て
陛
下
の
御
前
で
奏
さ
れ
た
主
基
地
方

風
俗
舞
を
勅
定
記
念
行
事
の「
魂
」と
す
べ
く
各
関

係
者
は
宮
中
に
赴
き
、主
基
地
方
風
俗
舞
の
御
下
賜

の
請
願
書
を
提
出
し
た
。
宮
中
で
は
、前
例
の
な
い

請
願
に
対
し
て
大
い
に
困
惑
さ
れ
た
が
、特
別
の
思

召
し
を
以
っ
て
下
附
す
る
裁
定
を
下
し
た
。

毎
年
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
の
奉
祝
行
事
も
昭
和

十
二
年
の
日
華
事
変
の
勃
発
に
よ
り
、中
断
の
憂
き

目
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、同
二
十
七
年
に
は「
主
基
地

方
風
俗
舞
」を
復
興
す
べ
く
協
議
会
が
設
け
ら
れ
、

復
興
の
組
織
が
編
成
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
年
の
秋
の

大
祭
に
は
十
八
年
ぶ
り
に「
主
基
地
方
風
俗
舞
」が

神
前
に
蘇
っ
た
。
昭
和
五
十
三
年
に
現
在
の「
主
基

地
方
風
俗
舞
保
存
会
」が
結
成
さ
れ
、昭
和
五
十
六

年
に
は
沖
津
宮
の
神
前
に
風
俗
舞
を
奉
納
し
、念
願

の
宗
像
大
社
三
宮
の
現
地
奉
納
が
叶
っ
た
。

復
興
後
は
、毎
年
春
秋
の
大
祭
に
は
欠
く
事
の
出

来
な
い
奉
納
神
事
と
し
て
、大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
会
員
一
同
は
由
緒
あ
る
舞
楽
の
継
承
者
と

し
て
、日
々
研
鑽
に
励
ん
で
い
る
。

3

主基地方風俗舞

宗
像
大
社
春
季
大
祭

　
―
主
基
地
方
風
俗
舞
―

御下賜され、宗像大社で初めて
舞われた風俗舞　昭和4年4月14日



昭
和
三
十
八
年
か
ら
始
ま
る
若
布
献
上
は
今
年
で

六
十
二
回
目
を
迎
え
る
。

皇
室
に
献
上
す
る
若
布
は
宗
像
市
地
島
で
採
取
さ

れ
る
。
特
に
献
上
用
は
ワ
カ
メ
漁
の
解
禁
前
に
新
芽

の
部
分
を
刈
り
取
り
奉
製
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
伝

統
的
な
技
法
を
用
い
て
特
別
に
奉
製
さ
れ
た
乾
燥
若

布
が
神
社
に
納
め
ら
れ
、
献
上
へ
向
け
て
準
備
が
進

め
ら
れ
る
。

「
若
布
献
上
の
儀
」は
四
月
十
一
日（
木
）に
賢
所
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
、上
皇
上
皇
后
両
陛
下
、

秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
、三
笠
宮
家
、

高
円
宮
家
、常
陸
宮
家
、寬
仁
親
王
妃
信
子
殿
下
へ

献
上
申
し
上
げ
る
。

近
年
、若
布
献
上
の
日
程
は
四
月
に
献
上
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、二
月
下
旬
や
三
月
の
中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
献
上
し
て
い
た
時
期
も
あ
る
。

こ
れ
は
若
布
の
生
育
状
況
に
よ
っ
て
変
動
し
て
い
る
。

最
近
で
は
、海
水
温
度
が
上
昇
し
、寒
期
に
成
長
す

る
若
布
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

海
の
環
境
悪
化
は
人
間
の
生
活
に
も
影
響
を
与
え

る
が
、
海
の
鎮
守
の
森
を
持
つ
我
々
の
神
事
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

地
島
の
ワ
カ
メ

ワ
カ
メ
漁
は
毎
年
、三
月
～
五
月
頃
ま
で
行
わ
れ
、

今
年
は
三
月
一
日
に
解
禁
と
な
っ
た
。
玄
界
灘
と
響

灘
の
潮
が
ぶ
つ
か
り
合
う
地
島
の
海
は
肉
厚
で
良
好

な
ワ
カ
メ
が
育
つ
。
波
や
、風
が
強
い
日
に
は
漁
が
で

き
ず
凪
の
日
を
待
っ
て
漁
を
行
う
。
刈
り
取
ら
れ
た

若
布
は
選
別
、湯
通
し
、茎
取
り
、塩
蔵
な
ど
の
工

程
を
経
て
、塩
ワ
カ
メ
と
な
る
。「
地
島
天
然
わ
か
め
」

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
漁
解
禁

後
二
週
間
以
内
に
採
れ
た「
初
採
れ
わ
か
め
」を
厳
選

し
販
売
し
て
い
る
。是
非
一
度
、お
試
し
く
だ
さ
い
。

第
六
十
二
回
若
布
献
上

早
春
の
玄
界
灘
天
然
若
布
を
皇
室
へ
献
上

第六十二回若布献上

4



辺
津
宮
末
社
正
遷
座
祭
　
式
次
第

当
日
早
旦
社
殿
を
装
飾
す

次
に
、斎
主
以
下
祭
員
列
立

次
に
、斎
主
以
下
祭
員
参
進

次
に
、斎
主
以
下
祭
員
祭
場
所
定
の
座
に
著
く
　

次
に
、修
祓

次
に
、斎
主
一
拝（
諸
員
之
に
倣
ふ
） 

次
に
、斎
主
祝
詞
を
奏
す（
此
の
間  

諸
員
磬
折
）

次
に
、遷
御（
此
の
間
警
蹕
）

こ
れ
よ
り
　
宇
生
神
社

次
に
、入
御（
此
の
間
警
蹕
）

次
に
、斎
主
祝
詞
を
奏
す（
此
の
間
　
諸
員
磬
折
） 

次
に
、斎
主
拝
礼（
祭
員
列
拝
）

次
に
、参
列
者
代
拝
礼 

次
に
、斎
主
一
拝（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

次
に
、各
退
出

辺
津
宮
末
社
本
殿
遷
座
祭

三
月
一
日
、昨
年
六
月
一
日
よ
り
修
復
工
事
の
た

め
、仮
宮
に
お
遷
し
し
て
い
た 
①
宇
生
神
社（
指
来

神
社
　
合
祀
）、②
政
所
神
社（
朝
拝
神
社
、風
隼
神

社
、息
送
神
社
、九
日
神
社
、息
正
三
位
神
社
、矢

房
神
社
、風
降
天
神
社
、大
都
加
神
社
　
合
祀
）、③

百
大
神
社
、④
二
柱
神
社
の
本
殿
遷
座
祭
が
斎
行
さ

れ
た
。

当
日
、午
後
七
時
四
十
五
分
、工
事
関
係
者
ら
参

列
の
も
と
、本
殿
遷
座
祭
を
斎
行
。
浄
暗
の
な
か
厳

粛
に
遷
御
の
儀
は
奉
仕
さ
れ
、仮
宮
よ
り
四
社
の
御

神
璽
は
一
度
宇
生
神
社
に
入
御
さ
れ
た
。
祭
典
を
終

え
た
後
、四
社
の
御
神
璽
は
其
々
の
御
社
に
奉
安
さ

れ
た
。

翌
日
の
二
日
午
前
十
時
に
は
其
々
の
御
社
で
御
饌

祭
を
斎
行
し
、滞
り
な
く
今
年
度
の
末
社
本
殿
遷
座

祭
を
執
り
修
め
た
。
令
和
六
年
度
は
藤
宮
神
社
、稲

庭
上
神
社
、妙
見
神
社
、千
得
下
府
神
社
の
修
復
を

予
定
し
て
い
る
。

冬
の
寒
さ
が
終
わ
り
、
だ

ん
だ
ん
と
春
ら
し
い
季
節

に
な
っ
て
来
ま
し
た
▼
当
社
で
は
、
四
月
一
日
と
二

日
に
春
季
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
が
、大
島
の
中
津
宮

で
は
、
旧
暦
の
三
月
十
五
日
で
あ
る
四
月
二
十
三
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
浦
安
舞
を
奉
納
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
▼
初
め
て
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
時
は
、と
て
も
緊
張
し
て
周
り
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
二
回
目
と
な
る
の

で
、音
と
先
輩
の
動
き
に
合
わ
せ
な
が
ら
前
回
と
は

違
っ
た
成
長
し
た
舞
を
奉
納
で
き
る
と
思
い
ま
す
▼

私
は
、奉
職
し
て
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
最
初
は
分

か
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩
方

の
丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ
で
様
々
な
知
識
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
巫
女
で
し
か
出
来
な
い
こ

と
も
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
祈
願
を
参

拝
者
と
し
て
受
け
る
側
だ
っ
た
の
が
、
巫
女
と
し
て

鈴
祓
い
な
ど
祈
願
の
補
佐
や
、
授
与
所
で
の
応
対
も

行
っ
て
い
く
な
か
で
少
し
は
成
長
で
き
た
と
思
い
ま

す
▼
こ
の
経
験
を
も
と
に
、
四
月
か
ら
で
き
た
後
輩

た
ち
の
お
手
本
と
な
れ
る
よ
う
な
先
輩
ら
し
い
姿

を
み
せ
て
い
き
た
い
で
す
。	

（
樋
）

左より宇生神社、政所神社、百大神社、二柱神社

5

辺津宮末社本殿遷座祭・みこころ



6

能
登
半
島
視
察
記
⑥

八
月
十
一
日
朝
、筆
者
ら
一
行
は
定
期
船「
望
海
」

に
乗
り
舳へ

ぐ
ら
じ
ま

倉
島
へ
出
発
し
た
。
輪
島
港
か
ら
北
に	

約
二
十
km
に
七
ツ
島
と
い
う
無
人
の
群
島
が
あ
り
、

さ
ら
に
北
へ
約
二
十
八
km
に
舳
倉
島
が
あ
る
。

『
万
葉
集
』に
は
、七
四
九
年
に
、越
中
守
だ
っ
た

大
伴
家
持
が
、能
登
巡
行
の
折
に
京
に
い
る
妻
を
偲

ん
で
詠
ん
だ
歌
と
し
て「
珠す

ず洲
の
海
人
の
沖
つ
御
神

に
い
渡
り
て
潜
き
取
る
と
い
ふ
鮑
玉
…
」と
い
う
長

歌
と「
沖
つ
島
い
行
き
渡
り
て
潜
く
ち
ふ
鮑
玉
も
が

包
み
て
遣
ら
む
」と
い
う
短
歌
が
あ
る
。
こ
の「
沖
つ

御
神
」は「
オ
ク
ツ
ヒ
メ
ノ
カ
ミ
」、「
沖
つ
島
」は「
舳

倉
島
」を
指
す
と
い
わ
れ
る
。
宗
像
の
鐘
崎
の
海
女

が
渡
っ
て
く
る
十
六
世
紀
中
葉
以
前
、輪
島
市
中
心

部
の
北
東
に
あ
る
名な

舟ふ
ね

の
集
落
の
人
々
が
主
に
舳
倉

島
へ
渡
っ
て
い
た
事
実
を
示
す
史
料
が
多
く
残
る
が
、

八
世
紀
中
葉
に
は
、
能
登
半
島
先
端
部
の
珠
洲
の

人
々
が
渡
り
潜
水
漁
業
を
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い

と
い
う
。
十
二
世
紀
前
半
に
編
纂
さ
れ
た『
古
今
和

歌
集
』に
残
る
説
話
に
は
、
舳
倉
島
が「
猫
の
島
」、

七
ツ
島
が「
鬼お

に
の
ね
や
し
ま

寝
屋
島
」と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
舳

倉
島
や
七
ツ
島
の
呼
称
の
成
立
は
十
二
世
紀
以
降
の

中
世
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

舳
倉
島
か
ら
は
弥
生
時
代
中
期
か
ら
中
世
に
か

け
て
の
遺
物
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
断
続
的
に
人
が

渡
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
七
ツ
島
の

う
ち
大
島
か
ら
は
、平
安
前
期
や
近
世
の
須
恵
器
が

見
つ
か
っ
て
い
て
上
記
の
説
話
を
裏
づ
け
て
い
る
。

同
島
に
は
井
戸
が
あ
り
真
水
も
手
に
入
っ
た
と
い
う
。

我
々
を
乗
せ
た
船
は
七
島
が
群
が
る
七
ツ
島
を
左

手
に
横
切
り
、舳
倉
島
へ
向
か
っ
た
。
標
高
十
二ｍ
し

か
な
い
舳
倉
島
は
平
べっ
た
い
た
め
、船
か
ら
の
視
認

が
難
し
い
。
沖
ノ
島
遠
望
の
印
象
と
は
全
く
異
な
る

も
の
だ
っ
た
。
島
に
到
着
す
る
と
、島
民
が
乗
船
し

出
港
の
用
意
が
で
き
る
ま
で
の
十
分
程
度
、船
外
に

出
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。一
行
は
ま
ず
灯
台
を
目
指

し
、そ
れ
ぞ
れ
島
内
を
駆
け
巡
っ
た
。
筆
者
の
最
大

の
目
的
は
、
島
の
西
端
に
あ
っ
て
宗
像
の
神
を
祀
る

奥お
き

津つ

比ひ

め咩
神
社
の
視
察
だ
っ
た
が
叶
わ
ず
、時
間
の

許
す
限
り
周
囲
の
様
子
を
眺
め
て
船
へ
戻
っ
た
。

神
宝
館
だ
よ
り
84

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより

帰
り
の
船
は
、元
海
女
ら
し
き
方
々
な
ど
島
民
が

加
わ
り
賑
や
か
だ
っ
た
。
お
盆
に
は
み
な
本
土
の

海あ

ま士
町ま

ち（
鐘
崎
海
女
の
集
落
）に
帰
る
そ
う
だ
。
途

中
、豪
雨
の
影
響
で
流
れ
て
き
た
流
木
が
梶
に
挟
ま

り
数
十
分
漂
流
す
る
羽
目
に
な
っ
た
が
事
な
き
を
得

て
輪
島
に
帰
港
し
た
。	

（
福
）

※
参
考
資
料
：
神
宝
館
だ
よ
り
④	

大
高	

前
掲
書

　
　
　
　
　
　
神
宝
館
だ
よ
り
⑤	

楠
本
、小
嶋	

前
掲
書

七ツ島（真ん中が大島） まずは灯台へ急ぎ向かう一行。

舳倉島入港。島一面が平たい



雲
に
乗
り
ま
だ
見
ぬ
世
界
夢
み
て
た
あ
の
ガ
ラ
ス
窓
際
の
日
溜
り	

早
川　
祥
三

雲
に
乗
っ
た
気
分
で
ま
だ
見
ぬ
世
界
を
夢
見
た
と
い
う
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
歌
。
四・
五
句
の
句
ま
た

が
り
は
読
み
に
く
い
の
で
ガ
ラ
ス
を
除
け
て
〈
あ
の
窓
際
の
春
の
日
溜
り
〉
と
し
て
は
。

桜さ
く
ら

咲さ

く
恩
師
を
偲し
の

び
三
回
忌
丘
を
登の
ぼ

り
て
長
崎
宿し
ゅ
くへ	

秋
𠮷　
嘉
範

初
句
切
れ
の
歌
。
長
崎
で
学
ん
だ
作
者
だ
ろ
う
か
、
恩
師
の
三
回
忌
は
桜
咲
く
頃
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

三
句
は
字
余
り
に
な
る
が
〈
三
回
忌
に
〉
と
助
詞
を
つ
け
た
い
。

五
歳
児
ら
道
着
に
帯
し
め
背
す
じ
を
伸
ば
す	

胸
に
は
禅
の
漢
字
が
黒
い	

萩
原　
　
勉

先
月
に
続
く
五
歳
児
の
空
手
練
習
風
景
。
三
句
以
降
を〈
背
を
伸
ば
す
胸
に
は
黒
き「
禅
」の
字
つ
け
て
〉

と
す
る
と
子
供
達
の
姿
が
よ
く
分
か
る
。

お
ひ
る
ま
え
お
ー
い
と
な
に
か
が
我
を
呼
ぶ
七
草
の
日
の
村
社
へ
の
道	

山
﨑　
公
俊

村
社
へ
の
道
で
作
者
を
呼
ぶ
の
は
人
で
は
な
い
何
か
な
の
だ
ろ
う
か
。
七
草
の
日
の
お
昼
前
と
い
う
と

寒
く
人
気
の
な
い
景
色
が
浮
か
ぶ
が
、
狐
狸
か
も
し
れ
な
い
と
読
ん
だ
。

黒
髪
に
紅
い
口
紅
久
子
ち
ゃ
ん
縁
者
捜
し
て
空
か
け
巡
る	

本
田
エ
リ
ナ

作
者
は
叔
母
久
子
さ
ん
の
お
墓
の
場
所
を
知
り
た
く
縁
者
を
さ
が
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
歌
の
中
で
は

久
子
さ
ん
が
探
す
人
に
な
っ
て
い
る
。
二
句
〈
～
口
紅
の
〉
四
句
〈
縁
者
を
捜
し
〉
と
助
詞
を
。

五
年
後
で
も
ま
だ
十
歳
の
子
を
残
し
逝
く
こ
と
は
で
き
ぬ
寝
顔
に
ち
か
う	

堺　
　
玲
子

癌
の
治
療
を
受
け
た
作
者
。
幼
い
子
を
残
し
逝
く
こ
と
を
想
像
す
る
だ
け
で
も
辛
か
っ
た
だ
ろ
う
。
結

句
を
「
生
き
る
と
ち
か
う
」
と
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

ラ
ン
ド
セ
ル
ひ
ざ
に
ド
リ
ル
す
る
女
の
子
車
窓
の
外
は
走
り
去
る
ビ
ル	
東　
　
雅
子

乗
り
物
の
中
で
見
た
光
景
だ
ろ
う
、
今
は
子
供
た
ち
も
お
稽
古
ご
と
や
塾
な
ど
で
忙
し
い
の
だ
。
上
の

句
・
下
の
句
の
関
連
を
強
め
る
様
に
、
四
句
以
降
〈
あ
り
て
車
窓
を
ビ
ル
走
リ
過
ぐ
〉
に
。

東
京
は
大
雪
と
な
り
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
か
へ
て
も
雪
雪
い
づ
く
も
雪
な
り	

佐
々
木
和
彦

東
京
で
雪
が
降
る
と
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
が
、
こ
の
日
は
余
程
雪
が
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
東
京
の
雪
に

ニ
ュ
ー
ス
が
占
領
さ
れ
て
い
る
の
を
雪
の
繰
り
返
し
で
表
し
て
い
る
の
が
面
白
い
。

出
揃
い
し
麦
の
緑
が
一
月
の
日
に
広
が
れ
り
能
登
は
寒
か
ろ	

吉
﨑
美
沙
子

九
州
で
は
一
月
に
は
畑
に
麦
の
鮮
や
か
な
緑
色
が
広
が
る
が
寒
い
。
作
者
は
そ
こ
か
ら
地
震
で
被
害
に

遭
っ
た
能
登
の
人
達
を
思
い
や
っ
た
の
だ
。
結
句
の
「
寒
か
ろ
」
の
ひ
び
き
が
優
し
い
。

ハ
ゼ
の
実
に
し
っ
と
栴
檀
の
黄
実
さ
わ
ぐ	

早
川　
祥
三

い
に
し
へ
の
う
た
び
と
な
れ
ば
な
ん
と
詠
む
雪
積
も
る
ご
と
咲
く
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
を

こ
も
り
つ
つ
老
々
介
護
の
日
々
つ
づ
く
わ
が
家
を
吹
き
ぬ
く
花
の
香
の
か
ぜ

◆ 

選 

者 

詠

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切（
順
不
同
）

第
７
５
２
回

第
７
２
２
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
令
和
六
年
二
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

阪
南
市	

山
中
富
士
夫

品
川
区	

小
林　
朋
子	

五
、〇
〇
〇
円

練
馬
区　
　
　

U
C
H
ID
A

商
店

糟
屋
郡	

中
野　
慶
司

糟
屋
郡	

中
野
小
百
合

市
川
市	

根
本　
輝
尚

広
島
市	

河
野　
明
称

広
島
市	

河
野　
忠
敏

知
立
市	

加
藤　
久
和

邑
楽
郡	

森
田　
玲
子

目
黒
区	

木
村　
理
子

練
馬
区	

数
野　
ユ
ミ

長
崎
市　
橋
本
律
雄
・
彼
路
子
・
典
樹	

三
、〇
〇
〇
円

下
関
市	

藤
井　
智
信

二
、〇
〇
〇
円

市
川
市	

根
本　
雅
恵

北
九
州
市	

中
野　
亮
子

須
賀
川
市	

金
子
か
つ
子

福
岡
市	

四
宮　
多
惠

7

歌会詠草　御造営奉賛者御芳名
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４月 まつりごよみ
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三
月
中
旬
、「
九
州
地
区
中
堅

神
職
研
修
」
を
受
講
し
て
き
た
。
こ
れ
は
神
社

界
の
中
堅
と
な
る
べ
き
神
職
の
教
養
を
培
う
と

と
も
に
特
に
神
社
庁
の
運
営
の
基
礎
能
力
を
養

う
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
講
義
内
容
は

祭
祀
演
習
や
神
道
教
化
に
関
す
る
こ
と
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
▼
こ
の
「
中
堅
」
と
い
う
言
葉
の

捉
え
方
で
あ
る
が
、奉
仕
神
社
や
地
域
の
「
中
核
」

と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
研
修
中
は

自
身
の
未
熟
さ
を
感
じ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
▼

四
月
よ
り
郷
里
で
の
奉
仕
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
。

十
年
間
宗
像
で
学
ん
だ
こ
と
も
含
め
て
、
斯
界

を
は
じ
め
地
域
の
中
核
を
担
え
る
よ
う
な
神
職

と
な
れ
る
よ
う
新
天
地
で
の
日
々
の
奉
仕
の
な

か
に
あ
っ
て
も
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た
い
。（
黒
）

編
集
後
記

１日	 春季大祭	 午前11時
────────────────────
２日	 高宮祭、第二宮第三宮
	 宗像護国神社春季大祭	午前10時
	 春季総社祭	 午前11時
────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、第二宮第三宮祭
────────────────────
23日	 沖津宮春季大祭	 午前	9	時	
	 （沖津宮遙拝所）	 	 	
	 中津宮春季大祭　	 午前11時
	 （中津宮）	
────────────────────
29日	 昭和祭	 午前11時
────────────────────
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